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住民自らの行動に結びつく
水害・土砂災害ハザード・リスク
情報共有プロジェクト

資料２

北海道の取組事例

河川監視カメラ画像の提供

「川の防災情報」に静止画を提供

「川の水位情報」に静止画を提供
北海道開発局YouTubeチャンネル
「hkd_mlitchannel」で動画を試験配信

Yahoo!天気・災害「河川水位情報」に静止画を提供
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気象台・北海道・開発局による合同記者会見
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○ 札幌管区気象台・北海道・北海道開発局が共同で警戒を呼びかける記者会見を実施

（8月15日：台風第10号、9月22日：台風第17号）
○ 会見後、テレビ・新聞で報道され、迅速かつ広範囲の注意喚起を実現

記者会見における説明状況（8月15日）

河川情報管理官 大束 淳一

（会見場所：札幌管区気象台）

気象台 北海道 開発局

警戒レベル相当情報を付した洪水予報、土砂災害警戒情報を発表
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○○川氾濫危険情報

○○川洪水予報第○号
洪 水 警 報
令和００年０月０日００時００分

○○河川事務所・○○地方気象台 共同発表

（見出し）
【警戒レベル４相当情報［洪水］】○○川では、氾濫危険水位に到達し、

氾濫のおそれあり

（主文）
【警戒レベル４相当】○○川の△△△水位観測所（○○県△△市
△△）では、○○日○○時○○分頃に、避難勧告等の発令の目安と
なる「氾濫危険水位」に到達しました。○○市、○○市、○○市、○○
町では、〇〇川の堤防決壊等による氾濫により、浸水するおそれが
あります。市町村からの避難情報を確認するとともに、各自安全確保
を図るなど、適切な防災行動をとって下さい。

令和元年8月9日 雨竜川氾濫危険情報



ＳＮＳを通じた防災情報発信
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○ 北海道開発局や札幌開発建設部の公式SNSアカウントから防災情報を発信

台風第17号の共同記者会見

洪水予報（氾濫危険情報）

台風第17号の注意喚起

北海道地方メディア連携協議会
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令和元年6月27日、水害・土砂災害ハザード・リスク情報を発信・伝達する行政及びメディア関係
者で構成される「北海道地方メディア連携協議会」が設立。
本協議会は、地域のリスク情報や水害・土砂災害情報等について、住民の理解と行動につなげる
ため、関係機関が有する特性を活かした情報発信・伝達の取組を共有・実施し、連携関係を構築
することを目的とする。
第1回協議会では、「住民自らの行動に結びつく水害・土砂災害ハザード・リスク情報共有プロジェ
クト」の取組状況の共有等がされた上で、連携した取組の実施に向けた意見交換が行われた。

■構成員
【メディア関係者】 25団体
旭川ケーブルテレビ（株）
（株）朝日新聞社北海道支社
（株）ＳＴＶラジオ
（株）エフエム・ノースウエーブ
（株）エフエム北海道
（株）帯広シティーケーブル
NPO法人
気象キャスターネットワーク
（一社）共同通信社札幌支社
（株）釧路新聞社
札幌テレビ放送（株）
（株）ジェイコム札幌
（株）時事通信社札幌支社

（株）テレビ北海道
（株）十勝毎日新聞社
（株）苫小牧民報社
（株）日本経済新聞社札幌支社
日本放送協会札幌放送局
（株）ニューメディア函館センター
（株）北海道新聞社
北海道テレビ放送（株）
北海道文化放送（株）
北海道放送（株）
（株）毎日新聞社北海道支社
（株）室蘭民報社
（株）読売新聞社北海道支社

【行政】 3団体
国土交通省北海道開発局
気象庁札幌管区気象台
北海道


